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は温室効果ガスの効果的な削減が必要である。大阪市では、エネルギー起源の温室効果ガスの排出量が温室効果ガスの総排出量 九割以上を占めている。ホーチミン市においても建物全体 エネルギー改修や再生可能エネルギー 導入などにより、都市の省エネ化による温室効果ガスの大幅な削減をめざす。　
さらに、ホーチミン市では廃棄




































第四区の小学校に、 利用と太陽光発電設備の設置に向けて、協議を進めている。当該小学校へ設備導入が実現すれば、雨水から飲み水になる仕組みや自然エネルギーの利用を体感できるなど環境学習にも活用でき、さらに、他地域への普及拡大 もつなが 波及効果の大きいパイロットプロジェクトになると期待してい 。　
このように具体的なプロジェク
トを気候変動対策実行計画に盛り込み、ＪＣＭやＯＤＡ等 資金スキームを活用しながら、官民連携によるプロジェクトを推進していきたい。●ホーチミン市における低炭
素都市の形成に向けて
　
これまでのホーチミン市との協
議を通して彼らの真摯な姿勢が伝わってきた。時には予定時間を延長して 論を続けようと迫られることもあり、非常に良いパートナーであるとの手応えを感じている。　
ホーチミン市において、気候変
動対策実行計画の策定 あわせて各プロジェクトが確実に実現でれば、ホーチミン市がアジア地域における低炭素都市形成のリーダー都市として躍進すると確信している。　
大阪市としては、このパート
ナーを、今後も引き続き、全力で支援していきたい（いずみ
　
けん／大阪市環境局環
境施策部都市間協力担当課長）
図１　ホーチミン市の低炭素都市形成に向けた実施体制図
（出所）　大阪市環境局環境施策部にて作成。
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ホーチミン市の中心部（提供：大阪市環境局環境施策部）
